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② 松谷武判《WORK-63-9》1963 年　
ビニール接着剤・油彩・水彩、キャンバス　当館蔵

2025年4月12日（土）‒2026年4月5日（日）
現代の美術

①川口軌外《少女と貝殻》1934 年　油彩、キャンバス　当館蔵

2025年4月12日（土）‒ 6月29日（日）

和歌山ゆかりの作家と近代の美術



入場無料

和歌山県立近代美術館
The Museum of Modern Art, Wakayama

MOMAWコレクション

文学者に落ちついたのは半ば偶然のやうな気がする

 

「現代の美術」
「2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）」が、4 月 13 日（日）に開幕します。大阪で開催さ
れるのは、1970 年に吹田市で開催された「日本万国博覧会」（大阪万博）以来、55 年ぶり 2 回
目となります。和歌山県立近代美術館が開館したのは、この「人類の進歩と調和」をテーマとし
た前回の万博と同年の11月のことでした。
当館は、前身の和歌山県立美術館（1963年開館）を引き継ぎつつ、和歌山県から関西、さらに
海外へも視点を広げ、同時代の美術も紹介す
るなかで作品収集を進めてきました。1994 年
に現在の建物へ移転する際には、特に戦後の
アメリカを主な舞台として展開した海外の現代
美術コレクションも充実したものとなりました。
2階展示室では、1970年の開館以降、55年に
わたる当館の歩みのなかで培われてきた多様
な「現代の美術」のコレクションを、何度かの
展示替えをしながら 1 年を通じてお楽しみいた
だきます。

「MOMAWコレクション」では、和歌山県ゆかりの美術家を軸にした当館の特色あるコレクションを
通して、19 世紀末から今日までの日本と海外の美術をご覧いただきます。2 階の展示室では 2025
年度を通して「現代の美術」をテーマに、1 階の展示室では「佐藤春夫の美術愛」展の開催期間
に合わせて、「和歌山ゆかりの作家と近代の美術」をテーマに開催します。

「和歌山ゆかりの作家と近代の美術」
およそ1890 年代から1960 年代までの作品を、年代順に
紹介します。明治時代、開国により欧米からさまざまな制
度や技術、文化が流入するなか、美術も本格的に日本に
持ち込まれるようになります。ほとんどの物事がそうだっ
たように、美術も当初は欧米の模倣からその移入が始ま
りました。しかし、やがて自国にふさわしい題材や、そこ
に生きる自分たちだからこそ生み出せる表現の追求が重
ねられることで、独自の歴史が刻まれることになりました。
欧米の美術は、新しい展開を生むための大きな影響源で
あり続けましたが、時代ごとに技術や表現の学習とその
解釈を繰り返しながら、自分らしい表現を見いだそうとし
て生まれた作品の連なりが、日本の美術を形作っていき
ます。和歌山県にゆかりのある作家たちも、活躍の場所
は国内外さまざまですが、その動きに関わっています。

④関根美夫《作品 ＃395－396》1975 年　油彩、キャンバス　当館蔵

③保田龍門《青衣婦人像［アンドレ嬢］》1921－1923 年　
油彩、キャンバス　当館蔵
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MOMAWコレクション　和歌山ゆかりの作家と近代の美術

 

展覧会名　   MOMAWコレクション　和歌山ゆかりの作家と近代の美術
主　　催　　和歌山県立近代美術館　　
会　　場 　  和歌山県立近代美術館　1階展示室A
会　　期　   2025（令和 7）年 4月12 日（土）‒ 6月 29 日（日）
開館時間　   9時 30分 ‒ 17時（入場は16時 30分まで）
休 館 日    　月曜日（祝日の5月5日は開館）、5月7日（水）
観 覧 料    　一般600（480）円、大学生330（290）円　
　　　　　　（ ）内は20名以上の団体料金
　　　　   　 ＊同時開催の「佐藤春夫の美術愛」及び

　「MOMAWコレクション　現代の美術」も観覧可能
＊高校生以下、65 歳以上、障害者の方は無料
＊毎月第 4土曜日（4月26日、5月24日、6月28日）は
　「紀陽文化財団の日」として大学生無料
＊毎月第 1日曜日（5月4日、6月1日）は無料入館日

⑥松岡壽《伊太利農夫》1881 年頃　
油彩、キャンバス　当館蔵

⑦佐伯祐三《レ・ジュ・ド・ノエル》1925 年　
油彩、キャンバス　当館蔵

⑧石垣栄太郎《ボーナス・マーチ》1932 年
油彩、キャンバス　当館蔵

⑨松本竣介《三人》1943 年　
油彩、キャンバス　個人蔵

⑤粥川伸二《花下漫歩》1920 年　
絹本着色　当館蔵※展示は 5月25日まで

⑩速水御舟《竹生》1928 年　
絹本着色　当館蔵※展示は 5月25日まで
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MOMAWコレクション　現代の美術

展覧会名　   MOMAWコレクション　現代の美術
主　　催　　和歌山県立近代美術館　　
会　　場 　  和歌山県立近代美術館　2階展示室C
会　　期　   2025（令和 7）年 4月12 日（土）‒ 2026（令和 8）年 4月5日（日）
開館時間　   9時 30分 ‒ 17時（入場は16時 30分まで）
休 館 日    　月曜日（祝休日の場合は開館、翌平日休館）
　　　　　　＊6月3日（火）‒6月5日（木）は展示替えのため休室
　　　　　　   ＊7月以降も、展示替えのため休室あり。当館ウェブサイト等でお知らせします。
観 覧 料    　一般 400（300）円、大学生250（200）円　（ ）内は20名以上の団体料金
　　　　   　 ＊本展のみ観覧の場合

＊「MOMAWコレクション　和歌山ゆかりの作家と近代の美術」及び「佐藤春夫の美術愛」　チケット
　で観覧可能。
＊高校生以下、65 歳以上、障害者の方は無料
＊毎月第 4土曜日は「紀陽文化財団の日」として大学生無料
＊毎月第 1日曜日は無料入館日（一部、除外月あり）

都合により内容を変更する場合があります。
各イベントの詳細や参加申込等についてはホームページ等でお知らせいたします。

⑪宇佐美圭司《水族館の中の水族館》1967 年　油彩、キャンバス　当館蔵 ⑫野田裕示《WORK 877》1994 年　アクリル、キャンバス　当館蔵

⑬小柳裕
《The Light with the Palm Leaves (Source of Light 14-3)》
2014 年　油彩・アクリル、キャンバス　当館蔵

⑭田中秀介《古今台頭摩擦》2019 年　
油彩、キャンバス　当館蔵

⑮元永定正《作品》1964 年
アクリル・小石、キャンバス　当館蔵

掲載用画像については広報担当にお問合わせください。文字のせ、トリミング等はご遠慮ください。
①、③、⑤‒⑩は「和歌山ゆかりの作家と近代の美術」、②、④、⑪‒⑮は「現代の美術」の出品予定作品です。



関連事業

決まりしだい当館ウェブサイト等でお知らせします。

同時期に開催の展覧会
　　

▶佐藤春夫の美術愛
　4月12 日（土）－ 6月29 日（日）

▶県立博物館（となり）の展覧会
　“写（うつす）” ― 紀州のやきものを巡るまなざし ―　
　3月15 日（土）－4月20 日（日）
　
　仏像のプロフィール　わかやまうまれ、わかやまそだち　
　４月26 日（土）－ 6月1日（日）
　
　祇園南海の詩と書 ― 教養・芸術・心情 ―　
　6月14 日（土）－ 7月21 日（月・祝）
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